
JP 2020-200024 A 2020.12.17

10

(57)【要約】
【課題】貯蔵された電気を電子機器に供給できる海水電
池が設けられた独立型ブイを提供する。
【解決手段】内部に海水空間が設けられ、前記海水空間
に海水が流入され得るように流入口が形成された本体と
、前記本体に設置されて前記本体の位置を知らせる位置
知らせ部と、前記本体に設置されて入射する太陽光によ
って電気を生成する太陽光発電部と、前記海水空間に流
入した海水に浸漬され得るように前記海水空間内に設置
され、海水と反応して前記太陽光発電部から提供される
電気を貯蔵し、前記位置知らせ部を作動させることがで
きるように貯蔵された電気を前記位置知らせ部に提供す
る海水電池ユニットを具備する。本発明に係る海水電池
が設けられた独立型ブイは、太陽光発電部によって生成
された電気を海水と反応した海水電池ユニットが貯蔵し
、貯蔵された電気は表示ランプのような電子機器に供給
されるので、バッテリーを取り替えることなく長時間使
用できる長所がある。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　海水に浮遊できるように所定の浮力を有するように形成されたものであって、内部に海
水空間が設けられ、前記海水空間に海水が流入され得るように流入口が形成された本体と
、
　前記本体に設置されて前記本体の位置を知らせる位置知らせ部と、
　前記本体に設置されて入射する太陽光によって電気を生成する太陽光発電部と、
　前記海水空間に流入した海水に浸漬され得るように前記海水空間内に設置され、海水と
反応して前記太陽光発電部から提供される電気を貯蔵し、前記位置知らせ部を作動させる
ことができるように貯蔵された電気を前記位置知らせ部に提供する海水電池ユニットと、
を具備する、海水電池が設けられた独立型ブイ。
【請求項２】
　前記位置知らせ部は前記本体に設置され、前記本体に対する位置情報を生成し、生成さ
れた前記位置情報を管理サーバーに伝送し、前記海水電池ユニットから電気の供給を受け
て作動するＧＰＳモジュールを具備する、請求項１に記載の海水電池が設けられた独立型
ブイ。
【請求項３】
　前記本体に設置され、前記本体周囲の環境情報を収集し、収集された環境情報を前記管
理サーバーに伝送する環境情報収集部、をさらに具備する、請求項１に記載の海水電池が
設けられた独立型ブイ。
【請求項４】
　前記環境情報収集部は、
　前記本体が浮遊する海水の温度を測定できるように前記本体に設置された温度センサと
、
　前記本体周囲の映像を撮影するために前記本体に設置されたカメラと、を具備する、請
求項３に記載の海水電池が設けられた独立型ブイ。
【請求項５】
　前記ＧＰＳモジュールは、既設定された設定時間間隔で前記本体に対する位置情報を前
記管理サーバーに伝送する、請求項２に記載の海水電池が設けられた独立型ブイ。
【請求項６】
　前記ＧＰＳモジュールは、前記本体が潮流によって既設定された基準距離以上に移動し
たり、既設定された基準範囲を離脱する場合に、該当本体に対する位置情報を前記管理サ
ーバーに伝送する、請求項２に記載の海水電池が設けられた独立型ブイ。
【請求項７】
　前記位置知らせ部は、
　前記本体の外周面に分離可能に結合され、内部に前記ＧＰＳモジュールが設置され得る
ように設置空間が設けられ、光透過性素材で形成されたケースと、
　前記ケースの内部に設置されて前記本体の位置を知らせるための表示光を生成する少な
くとも一つのＬＥＤと、を具備する、請求項１に記載の海水電池が設けられた独立型ブイ
。
【請求項８】
　前記位置知らせ部は前記本体に設置され、前記本体に対する位置情報を生成し、生成さ
れた前記位置情報を管理サーバーに伝送し、前記海水電池ユニットから電気の供給を受け
て作動するＧＰＳモジュールをさらに具備し、
　前記本体に入射する太陽光を感知するために前記本体に設置される光センサと、
　前記本体の内部に設置され、所定の磁力を有する内部磁石部と、
　前記内部磁石部に対向する前記本体の外周面に付着されるために前記内部磁石部と磁力
結合され得るように所定の磁力を有する外部磁石と、
　前記内部磁石部に対する前記外部磁石の付着位置を判別し、判別された付着位置により
作動モード、停止モードまたは自動モードのうちいずれか一つのモードを選択するモード
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選択部と、
　前記モード選択部で前記自動モードが選択される場合、前記光センサから提供される感
知情報に基づいて、前記本体に太陽光が入射すると前記ＬＥＤの作動を停止させるものの
、前記太陽光発電部によって生成された電気で前記海水電池ユニットを充電させ、前記本
体に太陽光が入射しないと前記ＬＥＤを作動させ、前記モード選択部で前記作動モードが
選択される場合、前記表示光が常時発生するように前記ＬＥＤを作動させ、前記モード選
択部で前記停止モードが選択される場合、前記ＬＥＤの作動は常時停止させるものの、前
記ＧＰＳモジュールを作動させるか前記ＬＥＤおよびＧＰＳモジュールの作動を停止させ
る制御モジュールと、をさらに具備する、請求項７に記載の海水電池が設けられた独立型
ブイ。
【請求項９】
　前記流入口を通じて前記海水空間に流入する海水を前記海水電池ユニットに誘導できる
ように、前記流入口に隣接した位置の前記本体の内壁面に、前記海水電池ユニット側に突
出形成された少なくとも一つのガイド部材、をさらに具備する、請求項１に記載の海水電
池が設けられた独立型ブイ。
【請求項１０】
　前記本体は球状に形成され、海水に浮遊時、前記流入口が海水面の下側に位置し得るよ
うに、前記流入口に隣接した位置の前記本体の内壁面に所定の重量を有する重量体が設置
された、請求項１に記載の海水電池が設けられた独立型ブイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は海水電池が設けられた独立型ブイに関し、さらに詳細には海水電池を通じて貯
蔵された電気を利用して作動する独立型ブイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ブイは海上の気象状況および波高、波の向きなどを感知するために海上に設置されたり
、危険水域または漁網などの位置を表示できる表示手段として使われる。
【０００３】
　一般的に従来のブイは内部にバッテリーが設置され、前記バッテリーから電気の供給を
受けてランプやその他の電子装備が作動する。しかし、前記ブイはバッテリーを周期的に
交換しなければならず、海水によってバッテリーが腐食する短所がある。
【０００４】
　これに伴い、大韓民国登録特許第１０－１２３６２７７号に掲示された自家発電型発光
ブザーが開発されており、前記発光ブザーは外部にコイルがあり、コイルの内部に波浪の
上下運動によって往復する磁石がある自家発電型発光モジュールを含み、発光モジュール
の内部と外部を完全に密閉させて製品を半永久的に使用できるように構成されたことを特
徴とする。
【０００５】
　しかし、該当先行技術は波浪の力によって動くため、潮力などが多少不安定な状況で持
続的な電流を得難い短所がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】大韓民国登録特許公報第１０－１２３６２７７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は前記のような問題点を改善するために創出されたものであって、太陽光発電部
によって生成された電気を海水と反応して貯蔵し、貯蔵された電気を表示ランプのような
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電子機器に供給できる海水電池が設けられた独立型ブイを提供することにその目的がある
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するための本発明に係る海水電池が設けられた独立型ブイは、海水に浮
遊できるように所定の浮力を有するように形成されたものであって、内部に海水空間が設
けられ、前記海水空間に海水が流入され得るように流入口が形成された本体と、前記本体
に設置されて前記本体の位置を知らせる位置知らせ部と、前記本体に設置されて入射する
太陽光によって電気を生成する太陽光発電部と、前記海水空間に流入した海水に浸漬され
得るように前記海水空間内に設置され、海水と反応して前記太陽光発電部から提供される
電気を貯蔵し、前記位置知らせ部を作動させることができるように貯蔵された電気を前記
位置知らせ部に提供する海水電池ユニットを具備する。
【０００９】
　一方、本発明に係る海水電池が設けられた独立型ブイは、前記本体に設置され、前記本
体に対する位置情報を生成し、生成された前記位置情報を管理サーバーに伝送し、前記海
水電池ユニットから電気の供給を受けて作動するＧＰＳモジュールをさらに具備する。
【００１０】
　また、本発明に係る海水電池が設けられた独立型ブイは、前記本体に設置され、前記本
体周囲の環境情報を収集し、収集された環境情報を前記管理サーバーに伝送する環境情報
収集部をさらに具備する。
【００１１】
　前記環境情報収集部は、前記本体が浮遊する海水の温度を測定できるように前記本体に
設置された温度センサと、前記本体周囲の映像を撮影するために前記本体に設置されたカ
メラを具備することが好ましい。
【００１２】
　前記ＧＰＳモジュールは、既設定された設定時間間隔で前記本体に対する位置情報を前
記管理サーバーに伝送する。
【００１３】
　また、前記ＧＰＳモジュールは前記本体が潮流によって既設定された基準距離以上に移
動したり、既設定された基準範囲を離脱する場合に該当本体に対する位置情報を前記管理
サーバーに伝送してもよい。
【００１４】
　前記位置知らせ部は前記本体の外周面に分離可能に結合され、内部に前記ＧＰＳモジュ
ールが設置され得るように設置空間が設けられ、光透過性素材で形成されたケースと、前
記ケースの内部に設置され前記表示光を生成する少なくとも一つのＬＥＤが備えられ得る
。
【００１５】
　一方、本発明に係る海水電池が設けられた独立型ブイは、前記本体に入射する太陽光を
感知するために前記本体に設置される光センサと、前記本体の内部に設置され、所定の磁
力を有する内部磁石部と、前記内部磁石部に対向する前記本体の外周面に付着されるため
に前記内部磁石部と磁力結合され得るように所定の磁力を有する外部磁石と、前記内部磁
石部に対する前記外部磁石の付着位置を判別し、判別された付着位置により作動モード、
停止モードまたは自動モードのうちいずれか一つのモードを選択するモード選択部と、前
記モード選択部で前記自動モードが選択される場合、前記光センサから提供される感知情
報に基づいて、前記本体に太陽光が入射すると前記表示ランプを停止させるものの、前記
太陽光発電部によって生成された電気で前記海水電池ユニットを充電させ、前記本体に太
陽光が入射しないと前記位置知らせ部を作動させ、前記モード選択部で前記作動モードが
選択される場合、前記表示光が常時発生するように前記位置知らせ部を作動させ、前記モ
ード選択部で前記停止モードが選択される場合、前記位置知らせ部の作動は停止させるも
のの、前記ＧＰＳモジュールを作動させるか前記ＬＥＤおよびＧＰＳモジュールの作動を
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停止させる制御モジュールをさらに具備してもよい。
【００１６】
　一方、本発明に係る海水電池が設けられた独立型ブイは、前記流入口を通じて前記海水
空間に流入する海水を前記海水電池ユニットに誘導できるように、前記流入口に隣接した
位置の前記本体の内壁面に、前記海水電池ユニット側に突出形成された少なくとも一つの
ガイド部材をさらに具備してもよい。
【００１７】
　また、本発明に係る海水電池が設けられた独立型ブイは、前記本体は球状に形成され、
海水に浮遊時、前記流入口が海水面の下側に位置し得るように、前記流入口に隣接した位
置の前記本体の内壁面に所定の重量を有する重量体が設置されてもよい。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る海水電池が設けられた独立型ブイは、太陽光発電部によって生成された電
気を海水と反応した海水電池ユニットが貯蔵し、貯蔵された電気は表示ランプのような電
子機器に供給されるので、バッテリーを取り替えることなく長時間使用できる長所がある
。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に係る海水電池が設けられた独立型ブイの斜視図。
【図２】図１の海水電池が設けられた独立型ブイの断面図。
【図３】図１の海水電池が設けられた独立型ブイのブロック図。
【図４】本発明のさらに他の実施例に係る海水電池が設けられた独立型ブイの断面図。
【図５】図４の海水電池が設けられた独立型ブイのブロック図。
【図６】本発明のさらに他の実施例に係る海水電池が設けられた独立型ブイの断面図。
【図７】本発明のさらに他の実施例に係る海水電池が設けられた独立型ブイの断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付した図面を参照して本発明の実施例に係る海水電池が設けられた独立型ブイ
について詳細に説明する。本発明は多様な変更を加えることができ、多様な形態を有する
ことができるところ、特定の実施例を図面に例示して本文に詳細に説明する。しかし、こ
れは本発明を特定の開示形態に対して限定しようとするものではなく、本発明の思想およ
び技術範囲に含まれるすべての変更、均等物乃至代替物を含むものと理解されるべきであ
る。各図面の説明において、類似する参照符号を類似する構成要素について使用した。添
付された図面において、構造物の寸法は本発明の明確性を期するために実際よりも拡大し
て図示したものである。
【００２１】
　第１、第２等の用語は多様な構成要素の説明に使われ得るが、前記構成要素は前記用語
によって限定されてはならない。前記用語は一つの構成要素を他の構成要素から区別する
目的でのみ使われる。例えば、本発明の権利範囲を逸脱することなく第１構成要素は第２
構成要素と命名され得、同様に第２構成要素も第１構成要素と命名され得る。
【００２２】
　本出願で使った用語は単に特定の実施例を説明するために使われたものであって、本発
明を限定しようとする意図ではない。単数の表現は文脈上明白に異なることを意味しない
限り、複数の表現を含む。本出願において、「含む」または「有する」等の用語は、明細
書上に記載された特徴、数字、段階、動作、構成要素、部品またはこれらを組み合わせた
ものが存在することを指定しようとするものであって、一つまたはそれ以上の他の特徴や
数字、段階、動作、構成要素、部品またはこれらを組み合わせたものなどの存在または付
加の可能性をあらかじめ排除しないものと理解されるべきである。
【００２３】
　異なって定義されない限り、技術的または科学的な用語を含んで、ここで使われるすべ



(6) JP 2020-200024 A 2020.12.17

10

20

30

40

50

ての用語は本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者によって一般的に理解される
ものと同じ意味を有している。一般的に使われる辞書に定義されているような用語は、関
連技術の文脈上有する意味と一致する意味を有すると解釈されるべきであり、本出願で明
白に定義しない限り、理想的または過度に形式的な意味で解釈されない。
【００２４】
　図１～図３には本発明に係る海水電池が設けられた独立型ブイ１００が図示されている
。
【００２５】
　図面を参照すると、前記海水電池が設けられた独立型ブイ１００は、海水に浮遊できる
ように所定の浮力を有するように形成されたものであって、内部に海水空間１１３が設け
られ、前記海水空間１１３に海水が流入され得るように流入口１１４が形成された本体１
１０と、前記本体１１０に設置されて前記本体１１０の位置を知らせる位置知らせ部１１
５と、前記本体１１０に設置されて入射する太陽光によって電気を生成する太陽光発電部
１６０と、前記本体１１０に設置され、前記本体１１０の周囲の環境情報を収集し、収集
された環境情報を前記管理サーバーに伝送する環境情報収集部１４０と、前記海水空間１
１３に流入した海水に浸漬され得るように前記海水空間１１３内に設置され、海水と反応
して前記太陽光発電部１６０から提供される電気を貯蔵し、前記位置知らせ部１１５を作
動させることができるように貯蔵された電気を前記位置知らせ部１１５に提供する海水電
池ユニット１５０を具備する。
【００２６】
　前記本体１１０は内部に内部空間が設けられた球状に形成され、所定の強度を有し、成
形性が優秀なプラスチックのような合成樹脂材で形成される。本体１１０の上部には、後
述される位置知らせ部１１５のケース１２１が挿入結合されるように結合口が形成されて
いる。また、本体１１０の外周面には本体１１０に入射する太陽光を感知するために光セ
ンサ（図示されず）が設置されている。
【００２７】
　前記本体１１０の内部には、前記内部空間を上下方向に沿って浮遊空間１１２および海
水空間１１３に区画するための隔壁１１１が形成されている。前記隔壁１１１によって浮
遊空間１１２および海水空間１１３は互いに独立的に形成され、海水が浮遊空間１１２に
流入することが防止され得るように、浮遊空間１１２の内壁面は防水処理されることが好
ましい。前記浮遊空間１１２によって本体１１０は所定の浮力を有する。
【００２８】
　ここで、本体１１０は海水空間１１３に連通するように多数の流入口１１４が形成され
るが、前記流入口１１４は本体１１０の下部に形成されることが好ましい。本体１１０が
海水に浮遊している時、流入口１１４を通じて海水が海水空間１１３に流入する。
【００２９】
　一方、図示された例において、本体１１０は球状に形成されているが、これに限定され
ず、円筒状、円錐状など、多様な形状に形成されてもよい。
【００３０】
　位置知らせ部１１５は前記本体１１０で設置されて表示光を発生させる表示ランプ部１
２０と、前記本体１１０に設置され、前記本体１１０に対する位置情報を生成し、生成さ
れた前記位置情報を管理サーバーに伝送するＧＰＳモジュール１３０を具備する。
【００３１】
　前記表示ランプ部１２０は前記本体１１０の外周面に分離可能に結合され、内部に設置
空間１２３が設けられ、光透過性素材で形成されたケース１２１と、前記ケース１２１の
内部に設置され前記表示光を生成する多数のＬＥＤ１２２を具備する。
【００３２】
　前記ケース１２１は円柱状に形成され、本体１１０の上端部に結合される。一方、ケー
ス１２１は図面に図示してはいないが、本体１１０にねじ結合され得るように、下端部に
雄ねじ山が形成され、本体１１０の結合口の内周面に雌ねじ山が形成されてもよい。
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【００３３】
　ＬＥＤ１２２は多数個が前記ケース１２１の設置空間１２３内に設置され、海水電池ユ
ニット１５０から供給された電気によって作動する。
【００３４】
　一方、表示ランプ部１２０は光センサから提供される感知情報に基づいて、昼間または
夜間を判別してＬＥＤ１２２を制御するコントロール部（図示されず）をさらに具備する
。前記コントロール部は本体１１０に太陽光が入射する場合、昼間と判別してＬＥＤ１２
２の作動を停止させ、本体１２０に太陽光が入射されない場合、夜間と判別してＬＥＤ１
２２を作動させる。
【００３５】
　ＧＰＳモジュール１３０は、前記本体１１０の位置情報を生成するために衛星からＧＰ
Ｓ信号を受信するものであって、ケース１２１の設置空間１２３内に設置される。一方、
ＧＰＳモジュール１３０はこれに限定されず、本体１１０の浮遊空間１１２内に設置され
てもよい。この時、ＧＰＳモジュール１３０は昼間、夜間のいずれも海水電池ユニット１
５０から電気の提供を受けて作動する。また、ＧＰＳモジュール１３０は生成された本体
１１０の位置情報を管理サーバーに伝送できるように通信モジュール（図示されず）をさ
らに具備する。
【００３６】
　この時、ＧＰＳモジュール１３０の通信モジュールは、消費される電力を節約するため
に既設定された設定時間間隔で前記本体１１０に対する位置情報を前記管理サーバーに伝
送する。ここで、設定時間は１０分が適用されることが好ましい。また、ＧＰＳモジュー
ル１３０は、本体１１０が潮流によって既設定された基準距離以上に移動したり、既設定
された基準範囲を離脱する場合にも、該当本体１１０に対する位置情報を前記管理サーバ
ーに伝送してもよい。
【００３７】
　前記太陽光発電部１６０はケース１２１の上面に設置され、入射する太陽光によって電
気を生成する多数の太陽電池を具備する。太陽光発電部１６０は生成された電気を海水電
池ユニット１５０に伝送する。
【００３８】
　一方、太陽光発電部１６０は持続された悪天候などのような外部の環境要因によって海
水電池ユニット１５０の充電が十分になされない場合に備えて、所定の電力が貯蔵された
補助バッテリー（図示されず）を具備してもよい。
【００３９】
　環境情報収集部１４０は前記本体１１０が浮遊する海水の温度を測定できるように前記
本体１１０に設置された温度センサ１４１と、前記本体１１０の周囲の映像を撮影するた
めに前記本体１１０に設置されたカメラ１４２を具備する。
【００４０】
　前記温度センサ１４１は図面に図示してはいないが、海水に接触できるように海水に浸
る本体１１０の下部の外周面に設置される。カメラ１４２は本体１１０の上部に設置され
て本体１１０の周囲を撮影する。環境情報収集部１４０はＧＰＳモジュール１３０の通信
モジュールを利用して、温度センサ１４１の温度情報およびカメラ１４２の映像情報を管
理サーバーに伝送する。ここで、環境情報収集部１４０は海水電池ユニット１５０から電
気の提供を受けて作動することが好ましい。
【００４１】
　前記海水電池ユニット１５０は本体１１０の海水空間１１３の天井面に固定されて海水
空間１１３に流入した海水と反応して電気を貯蔵する。図面に図示してはいないが、海水
電池ユニット１５０は海水に浸水されるカソード（ｃａｔｈｏｄｅ）を含む正極部、有機
電解質に含浸されるアノード（ａｎｏｄｅ）を含む負極部および前記正極部と負極部間に
位置して前記正極部と負極部を分離する固体電解質を含む。ここで、前記カソードはナト
リウムイオンのインターカレーション（ｉｎｔｅｒｃａｌａｔｉｏｎ）およびデインター
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カレーション（ｄｅｉｎｔｅｒｃａｌａｔｉｏｎ）および二作用性（ｂｉｆｕｎｃｔｉｏ
ｎａｌ）電極触媒反応のために利用される電気化学触媒物質からなる触媒層を含む。
【００４２】
　ここで、前記海水電池ユニット１５０はこれに限定されず、海水と反応して電気を貯蔵
できる電力貯蔵手段であればいずれでもよい。前記海水電池ユニット１５０は貯蔵された
電気を位置知らせ部１１５、ＧＰＳモジュール１３０および環境情報収集部１４０に提供
する。
【００４３】
　前述のように構成された本発明に係る海水電池が設けられた独立型ブイ１００の作動を
詳細に説明すると次の通りである。
【００４４】
　まず、海水電池が設けられた独立型ブイ１００の本体１１０を設置対象海域に投擲する
。この時、本体１１０は海水面に浮遊するが、流入口１１４を通じて海水が本体１１０の
海水空間１１３に流入する。昼間の場合、太陽光発電部１６０は入射した太陽光によって
電気を生成し、海水空間１１３に設置された海水電池ユニット１５０は海水空間１１３に
流入した海水と反応して太陽光発電部１６０で生成された電気を貯蔵し、貯蔵された電気
は位置知らせ部１１５、ＧＰＳモジュール１３０および環境情報収集部１４０に提供され
る。
【００４５】
　この時、位置知らせ部１１５は本体１１０に太陽光が入射しない夜間に、海水電池ユニ
ット１５０から供給された電気によって表示光を発光して本体１１０の位置を表示する。
また、ＧＰＳモジュール１３０は本体１１０に対する位置情報を生成し、生成された位置
情報を通信モジュールを通じて管理サーバーに伝送する。そして、環境情報収集部１４０
は本体１１０の周囲の海水温度および撮影された映像情報を管理サーバーに伝送する。
【００４６】
　前述された通り、本発明に係る海水電池が設けられた独立型ブイ１００は、太陽光発電
部１６０により生成された電気を、海水と反応した海水電池ユニット１５０が貯蔵し、貯
蔵された電気は表示ランプのような電子機器に供給されるので、バッテリーを取り替える
ことなく長時間使用できる長所がある。
【００４７】
　また、前記海水電池が設けられた独立型ブイ１００は、本体１１０内の海水電池ユニッ
ト１５０の海水と接触時に貯蔵された電気によって位置知らせ部１１５、ＧＰＳモジュー
ル１３０および環境情報収集部１４０が作動し、本体１１０を回収する時には、海水電池
ユニット１５０が海水と接触しないので電気が貯蔵および供給されず、位置知らせ部１１
５、ＧＰＳモジュール１３０および環境情報収集部１４０が停止したり、作業者のスイッ
チ操作によって作動が停止するため、海水感知センサが要求されない。
【００４８】
　一方、図４および図５には本発明のさらに他の実施例に係る海水電池が設けられた独立
型ブイ２１０が図示されている。
【００４９】
　前述された図面と同じ機能をする要素は同一参照符号で表記する。
【００５０】
　図面を参照すると、前記海水電池が設けられた独立型ブイ２１０は、ユーザーの選択に
よって作動モード、停止モードまたは自動モードのうちいずれか一つのモードで作動させ
ることができるスイッチユニット２１１を具備する。
【００５１】
　前記スイッチユニット２１１は、前記本体１１０の内部に設置され、所定の磁力を有す
る内部磁石部２１２と、前記内部磁石部２１２に対向する前記本体１１０の外周面に付着
されるために前記内部磁石部２１２と磁力結合され得るように所定の磁力を有する外部磁
石２１３と、前記内部磁石部２１２に対する前記外部磁石２１３の付着位置を判別し、判



(9) JP 2020-200024 A 2020.12.17

10

20

30

40

50

別された付着位置により作動モード、停止モードまたは自動モードのうちいずれか一つの
モードを選択するモード選択部２１４と、前記モード選択部２１４で選択されたモードに
応じて位置知らせ部１１５、ＧＰＳモジュール１３０および環境情報収集部１４０を制御
する制御モジュール２１５を具備する。
【００５２】
　内部磁石部は本体１１０の浮遊空間１１２の内側面に設置されるものであって、第１～
第３磁石スイッチを具備する。前記第１～第３磁石スイッチは図面に図示してはいないが
、左右方向に沿って互いに離隔するように配列され、所定の磁力を有する。この時、本体
１１０は第１～第３磁石スイッチに対応する外周面に、それぞれ「停止モード」、「自動
モード」、「作動モード」を表示する。
【００５３】
　外部磁石は所定の磁力を有する永久磁石が適用され、ユーザーが本体１１０の外周面の
「停止モード」、「自動モード」、「作動モード」に対応する各位置のうちいずれか一つ
の位置に付着する。この時、外部磁石は第１～第３磁石スイッチの磁力によって本体１１
０の外周面に付着される。
【００５４】
　モード選択部２１４は内部磁石部に連結され、第１～第３磁石スイッチのうち外部磁石
を本体１１０の外周面に付着させた磁石スイッチを判別し、判別された磁石スイッチに対
する情報に基づいて、作動モード、停止モードまたは自動モードのうちいずれか一つのモ
ードを選択する。すなわち、外部磁石が第１磁石スイッチによって第１磁石スイッチに対
向する本体１１０の外周面の「停止モード」の位置に付着されるとモード選択部２１４は
停止モードを選択し、外部磁石が第２磁石スイッチによって第２磁石スイッチに対向する
本体１１０の外周面の「自動モード」の位置に付着されるとモード選択部２１４は自動モ
ードを選択し、外部磁石が第３磁石スイッチによって第３磁石スイッチに対向する本体１
１０の外周面の「作動モード」の位置に付着されるとモード選択部２１４は作動モードを
選択し、選択された情報を制御モジュール２１５に伝送する。
【００５５】
　制御モジュール２１５はモード選択部２１４で自動モードが選択される場合、前記光セ
ンサから提供される感知情報に基づいて、前記本体１１０に太陽光が入射すると昼間と判
別して前記ＬＥＤ１２２の作動を停止させるものの、前記太陽光発電部１６０により生成
された電気で前記海水電池ユニット１５０を充電させ、前記本体１１０に太陽光が入射し
ないと夜間と判別して前記ＬＥＤ１２２を作動させる。
【００５６】
　また、制御モジュール２１５はモード選択部２１４で作動モードが選択される場合、前
記表示光が常時発生するように前記ＬＥＤ１２２を作動させる。また、制御モジュール２
１５はモード選択部２１４で停止モードが選択されると、前記ＬＥＤ１２２の作動は停止
させるものの、前記ＧＰＳモジュール１３０を作動させる。ここで、制御モジュール２１
５は前記ＬＥＤ１２２およびＧＰＳモジュール１３０の作動をすべて停止させてもよい。
【００５７】
　前述のように構成されたスイッチユニット２１１は、内部磁石部２１２および外部磁石
を利用して位置知らせ部１１５の作動を制御するので、スイッチ設置のための本体１１０
への穿孔作業が要求されず、浮遊空間１１２に対する水密を維持することができる。
【００５８】
　一方、図６には本発明のさらに他の実施例に係る海水電池が設けられた独立型ブイ２２
０が図示されている。
【００５９】
　図面を参照すると、前記海水電池が設けられた独立型ブイ２２０は、前記流入口１１４
を通じて前記海水空間１１３に流入する海水を前記海水電池ユニット１５０に誘導できる
ように、前記流入口１１４に隣接した位置の前記本体１１０の内壁面に形成されたガイド
部材２２１を具備する。
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　前記ガイド部材２２１は多数が引入口の縁に沿って互いに離隔するように形成され、本
体１１０の内壁面から前記海水電池ユニット１５０側に所定の長さ突出するように形成さ
れる。海流によって海水空間１１３に流入した海水はガイド部材２２１により海水電池ユ
ニット１５０側に誘導されるので、海水電池ユニット１５０は新たに海水空間１１３に流
入した海水と接触して電気発生率が向上する長所がある。
【００６１】
　一方、図７には本発明のさらに他の実施例に係る海水電池が設けられた独立型ブイ２３
０が図示されている。
【００６２】
　図面を参照すると、前記海水電池が設けられた独立型ブイ２３０は球状に形成され、海
水に浮遊時、前記流入口１１４が海水面の下側に位置し得るように、前記流入口１１４に
隣接した位置の前記本体１１０の内壁面に設置され、所定の重量を有する重量体２３１を
さらに具備する。
【００６３】
　重量体２３１は所定の重量を有する金属性素材で形成され、海水空間１１３の底面に設
置されることが好ましい。海流や潮流によって本体１１０が傾いても重量体２３１の重量
によって流入口１１４が海水面の下に位置するので、より安定して海水空間１１３に海水
が流入し得るという長所がある。
【００６４】
　提示された実施例についての説明は、任意の本発明の技術分野で通常の知識を有する者
が本発明を利用したりまたは実施できるように提供される。このような実施例についての
多様な変形は本発明の技術分野で通常の知識を有する者に自明なものであり、ここに定義
された一般的な原理は本発明の範囲を逸脱することなく他の実施例に適用され得る。そし
て、本発明はここに提示された実施例に限定されず、ここに提示された原理および新規の
特徴と一貫する最広義の範囲で解釈されるべきである。
【符号の説明】
【００６５】
１００：海水電池が設けられた独立型ブイ
１１０：本体
１１１：隔壁
１１２：浮遊空間
１１３：海水空間
１１４：流入口
１２０：位置知らせ部
１２１：ケース
１２２：ＬＥＤ
１３０：ＧＰＳモジュール
１４０：環境情報収集部
１４１：温度センサ
１４２：カメラ
１５０：海水電池ユニット
１６０：太陽光発電部
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